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緒言

学齢期における体育 ・スポーツ指導では，生

涯にわたって継続的に運動 ・スポ←ツに親しむ

態度を育むことが求められている。運動が得意

と感じる児童や生徒は，何もしなくても，自発

的にスポーツ活動に参加する。一方で，運動が

得意と感じない場合には，運動する機会が減少

し，そのととが運動技能の向上を阻むと共に，

運動有能感を更に低下させるという悪循環に陥

る(杉原， 1989)。教育現場における指導目標

として，運動を得意と感じる，つまり，運動有

能感の高い児童や生徒を育成することが挙げら

れるのは，運動有能感を中心とする，上述のよ

うな連関が想定されるからである。

運動有能l惑を高めるための方策については，

教材，教師の指導行動，評価方法などを工夫し

た授業実践をもとに模索されてきたようである

(岡揮.2003)。他方，体力テストの成績と運動

有能感の関係を分析し 実際の運動能力の優劣

と認知としての運動有能感の関係を扱う研究も

認められる(武田.2005;武田.2006)。しか

しこれらの研究では，単に両者の関係の有無を

確認しただけに留まっており， 具体的にどの程

度の強さの関係が両者の間にあるのか，また，

発達段階や性別によって その関係性に差異が

認められるのかについては，詳細な検討がなさ

れていない。例えば発達段階によって，体力テ

ストで評価される運動能力と運動有能感の間の

相関関係の強さに，違いが存在することを明ら

かにできるならば，必ずしも運動能力が高くな

くても，運動有能感を一定程度高められる年代

があることを確認できる。さらに，性差の観点

からは，男子児童と比較して体力レベルが相対

的に低い，女子児童の有能感の形成と関係の強

い運動能力を明らかにできるかもしれない。こ

のように体力テストで評価される運動能力と運

動有能感の関係性について，発達段階や性差の

観点から検討するととにより，授業実践の参考

となる情報を提供できる。そこで本研究では，

小学生および、中学生を対象に実施した，新体力

テストと運動有能感に関する調査の結果をもと

に，児童・生徒の発達段階および性差の観点か

ら.体力と運動有能感の関係について検討する
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ととを目的とする。

方法

1.対象者

対象者は， T大学附属小・中学校に通う937名

(児童477名 ・生徒460名)であった。なお分析

に際しては，児童を2学年ずつにまとめ，それ

ぞれ低学年，中学年，高学年に区別した。

Z 手続き

1 )体力の評価

体力の評価については T大学附属小学校お

よび中学校より提供を受けた，平成21年度に実

施された新体力テストの結果を用いた。新体力

テストは，50メートル走，持久走(中学男子生

徒のみ)，20メ←トルシャトルラン，立ち幅と

び，ポール投げ，握力，上体起こし，長座体前

屈，反復横とびの各テストから構成されてい

る。本研究では，それぞれの記録と，それぞれ

の記録を元に算出される総合評価の得点を分析

に用いた。

2)運動有能感の評価

運動有能感の評価については，岡樺ら

(1996， 2001)が作成している運動有能感測定

尺度を用いた。各尺度は 小学校高学年から大

学生までと，小学校低学年児童を調査対象者と

して作成されており，身体的有能さの認知，統

制感，受容感を下位尺度として，それぞれ12項

目と9項目から構成されている。本研究では，

小学校3・4年生を対象とした尺度ではないも

のの，当該児童でも内容を理解できると判断

し，高学年以上用の尺度を中学年の児童にも用

いた。調査への回答には，低学年では， 1) rぜ

んぜん思わなしリ から， 5) rそう思う」まで，

中学年以上では， 1) rまったくあてはまらないJ

から， 5) rよくあてはまるj までの，5件法を

用いた。

結果と考察

l.各発達段階における体力と運動有能感の

関係

1)身体的有能さの認知との関係

低 ・中 ・高学年児童および中学生の新体力テ

ストの総合得点と，身体的有能さの認知との相

関係数を男女別に算出した結果，表lに示す値

を得た。

男子では既に低学年時から両者の問に中程度

の相関関係が認められ 中学生では少し弱くな

る傾向が認められるものの，全ての段階を通じ

て中程度の関係性が維持されていた。一方，女

子では低学年では無相関であったものが，中学

年で弱い相関関係が認められるようになり，そ

の後は男子同様，中程度の相関関係が認められ

た。

身体的有能さの認知は 運動実施に影響を及

ぼす重要な要因である。データ全体を眺めた場

合，本結果は，身体的有能さの認知の肯定的変

容には体力の向上による影響が，小さくないこ

とを示している。しかし l年生の男子児童

(r=.35， pく.05)および，中学年までの女子児童に

おいては，両者の相関係数は弱い相関を示す程

度に留まっている。とのことは体力を高める以

外に，身体的有能さの認知を向上させることの

できる余地が残されていることを示している。

低学年児童にとって 自らの有能さを判断する

ことは簡単ではなく，その認知は指導者や保護

者から得られる評価に頼る部分が少なくないと

されている(杉原， 2000)。従って，体力によ

る影響が比較的小さい段階にある児童に対して

は，指導者や保護者が彼らの運動能力に対して

肯定的なメッセージを送ることによって，身体

的有能さの認知の肯定的変容を促すことができ

ると推測された。



表1 体力と身体的有能さの認知の相関関係

対象者
性別

男子 1王子

r .49本本 11 
低学年 ・目川一・・・・….........'... "'，…一一一-…............，_.__..

n 70 80 

r .52*本 .30料

中学年 n 70 81 

T .46** .49ホ*
高学年

n 66 73 

r .41** .43*ホ
中学生

n 239 209 

本pく.05，*キpく.01

2)統制感との関係

低 ・中 ・高学年児童および中学生の新体力テ

ストの総合得点と，統制感との相関係数を男女

別に算出した結果，表2に示す値を得た。

男子では高学年から中学生にかけて，両者の

聞に相関関係が認められるものの，その関係性

は比較的弱いものであった。一方，女子では中

学年以降に相関関係が認められるようになり，

高学年において関係性が中程度まで高くなって

いた。

特に女子において顕著であったように，第三

次性徴に伴い体力が向上する時期に，統制感と

の関係性が強くなっている。つまり，それまで

なかなかできなかった課題が，体型を含めた体

力の向上によってできるようになり rやれば

できるj という統制感の向上に結びつく経験を

していることが窺える。他の時期よりも，体力

の向上が顕著な時期であることが，高学年から

中学生にかけての体力と統制感の問の相関関係

の強さに，影響を及ぼしていると推察された。
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表2 体力と統制感の相関関係

対象者
性別

男子 女子

T.23 .07 
低学年
n70  80 

r .05 .25* 
中学年

n 70 81 

r .27ホ.46*ホ
高学年

n 66 73 

中学生
r .26キ傘 .24キ*

n 239 209 

市p<.05，京本p<.OI

3)受容感との関係

低 ・中・高学年児童および中学生の新体力テ

ストの総合得点と，受容感との相関係数を男女

別に算出した結果，表3に示す値を得た。男子

では中学生を除く全ての年代において，両者の

聞に有意な相関関係は認められなかった。対称

的に女子では，程度は弱いものの，中学年以降

に有意な相関関係が認められた。

受容感に関しては，性差による影響が大きい

ようである。結果からは 女子では体力がある

ことが友達から応援を受けることにつながって

いると推測される。体力に関しては全体的に男

子よりも低いものの，体力のある女子は男子と

も対等に走れ，プレーできるロJ能性が高い。つ

まり，そうした体力のある女子は，指導者や向

性の女子児童・生徒などから活躍への期待を受

けると考えられ，そのことが幅広い年代におけ

る，体力と受容感の関係として表れていると推

察された。

以上のように，体力と運動有能感の各側面と

の関係は，側面ごとに異なっていた他，発達段

階や性別による違いも認められた。そして運動

有能感のなかでも，とりわけ身体的有能さの認

知において体力との関係が強かったことから，

以下では，体力を各テストの内容に分割した上

で，身体的有能さの認知に体力の各内容がどの

程度の影響を及ぼすのかについて検討する。
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表3 体力と受容感の相関関係

対象者
性別

男子 友子

r .19 .15 
低学年

n 70 80 

r .17 .33*本
中学年

n 70 81 

r .15 .33傘傘
高学年

n 66 73 

r .14本 .27場本
中学生

239 209 n 

傘p<.05，傘*pく.01

2.告発達段階における身体的有能さの認知

に影響を及ぼす体力の内容

1 )低学年児童における体力の影響

低学年兜童のデータに基づき，新体力テスト

の各項目における記録を説明変数，身体的有能

さの認知を目的変数として重回帰分析を行った。

その結果，重回帰分析は有意(男子 :

F(8，61)=3.85， R2=.25， p(OOl，女子:F(8，67)= 

3.64， R2=.22， p(OOl)であり，男子では上体起

こし(s =.28， p(05)とソフトボール投げ (s

=.35. p(05)が，女子では握力 (s=.-27. p(05). 

20メートル (s=.60. p(OOl).立ち幅とび (s

=.23. p(05)が，有意に身体的有能さの認知の高

さを説明していた。

低学年は，出生月の差異によって生じる身

長 ・体重の個人差が比較的大きい年代である。

木村ら(1982)は，女子児童を対象に行った調

査の結果.4年生 (r=.26)よりも l年生 (r=.33)

において月齢と身長との関係が強かった他，身

長とスポーツテスト(上体起こし，立ち幅とび

他)の結果との聞に，正の相関関係が認められ

るものが多かったとしている。従って，上体起

こしゃ立ち幅とびといった体幹部における筋

力 ・筋パワーを示す項目の値，ソフトボール投

げや20メートルなど 身体の大きさが比較的記

録に結びつきゃすい項目の値と，身体的有能さ

の認知との聞に関係が認められたのではないか

と推察された。

なお，女子児童における握力は身体的有能さ

の認知との聞に，負の相関関係が認められた。

この関係は，握力が抑制変数(繁桝ら.1999)と

して機能した結果によるものと推察された。つ

まり，握力が小さいにも関わらず.20メートル

シャトルランや立ち幅とびにおいて他の児童と

同じ程度の結果が残せる (20メートルシャトル

ランや立ち幅とびの成績が他の児童と同じ程度

の場合，握力が小さい方の価値が高くなる)こ

とによるのではないかと推察された。

2)中学年児童における体力の影響

中学年児童のデータに基づき，新体力テスト

の各項目における記録を説明変数，身体的有能

さの認知を目的変数として重回帰分析を行っ

た。その結果，重回帰分析は有意(男子 :

F(8.61)=4.66. R2=.30. pく.001.女子 :F(8.72)= 

2.54. R2=.13. p(05)であり，男子では反復横と

び (s=.30. pく.10)と20メートルシャトルラン

(β=.31， p(10)が，女子では長座体前屈(β=.24

pく.05).反復横とび (s=-.29. p(05). 20メート

ルシャトルラン (s=.25. pく.10)が，有意もし

くは有意傾向にて，身体的有能さの認知を説明

していた。

男子では，敏捷性と全身持久力による影響が

大きい傾向にあるのとは対称的に，女子では敏

捷性が高いことが身体的有能さの認知に対して

負の影響を及ぼし，柔軟性や全身持久力が正の

影響を及ぼすことが明らかになった。

低学年から中学年にかけては，神経系の発達

を中心とする敏捷性等の調整力の発達と同時

に、長く運動を続ける全身持久力の発達が優勢

になる年代にあたる。従って男子においては敏

捷性や走能力の高さによる影響が，相対的に大

きくなったのではないかと考えられた。 一方女

子では，例え敏捷性で優れたとしても，男子と

の比較では相対的に身体的有能さの認知にはつ

ながりにくい。それよりも，敏捷性では劣るに



もかかわらず，柔軟性や全身持久力が高いとと

の方が，身体的有能さの認知に及ぼす影響は大

きくなると考えられる。従って，中学年におけ

る女子の身体的有能さの認知の肯定的変容を図

る上では，全身持久力および，柔軟性の高さを

積極的に評価することが効果的であると推察さ

れた。

なお，との全身持久力の向上が優勢となる中

学年では，地域や学校のスポーツクラブなどへ

の参加を通じて身体活動量を増加させること

が，運動有能感の向上にも影響を及ぼすと考え

られる。

3)高学年児童における体力の影響

高学年児童のデータに基づき，新体力テスト

の各項目における記録を説明変数，身体的有能

さの認知を目的変数として重回帰分析を行っ

た。その結果，重回帰分析は有意(男子 :

F(8，56)=4.31. R2=.29， p(OOl，女子:F(8，63)= 

3.79， R2=.24， p(.OOl)であり，男子では上体起

こし (β=.37，p(.05)が，女子では50メートル

走 (s=一.36，p(05)が，有意に身体的有能さの

認知を説明していた。

高学年は第二次性徴によって身長や体重，筋

力が最も増加する時期である。男子では，とり

わけ上体起乙しによる影響が認められ，筋力や

筋持久力が身体的有能さの認知にも影響を及ぼ

すと考えられた。女子では，発達のスパート時

期が男子に先行することから，例えば平均身長

では， この年代において女子が男子を上回るよ

うに(文部科学省， 2010)，女子の体力が男子

の体力に最も近接する時期にあたる。中学年ま

では， 50メートル定が速いことが有能さの認知

に対して影響を持たないものの，体力の増強に

よってもたらされる記録の向上が，女子の有能

さの認知に影響を及ぼすと推察された。

4)中学生における体力の影響

中学生のデータに基づき，新体力テストの各

項目における記録を説明変数，身体的有能さの
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認知を目的変数として重回帰分析を行った。そ

の結果，重回帰分析は有意(男子 :

F(弘193)=7.46，R2=.22， p(.OOl，女子:F(8，191)= 

9.69， R2=.26， p(.OOl)であり，男子では握力 (s

=-.29， pく.01)，50メートル走(β=-.34，pく.05)，ソ

フトボール投げ (β=.22，p(.05)が，女子では

握力 (s=ー.23，p(.Ol) ， 20メートルシャトルラン

(s=.20 pく.05)，50メートル走 (s=-.23， pく.05)， 

ソフトボール投げ (β=.19，pく.05)が，有意に

身体的有能さの認知を説明していた。

中学生では，身体の各部分における筋力や筋

パワーなどの計測値が身体的有能さの認知に及

ぼす影響は相対的に小さくなり，代わって50

メートル走やソフトボール投げなど，全身にお

ける筋力や筋パワーが求められる項目からの影

響が強くなるようである。 50メ←トル走やソ

フトボール投げで良い記録を残すには，下半身

や上半身だけではなく 全身的な筋力や筋パ

ワーが求められ，これらの項目における記録の

高さは，総合的な運動能力の高さを示すもので

ある。中学生では部分的な能力の高さではな

く，総合的な運動能力の高さが身体的有能さの

認知に影響を及ぼすのではないかと推察され

た。さらに、 50メートル走にみられる走能力が

身体的有能さの認知に及ぼす影響については、

男子では中学生で現れたのに対して，女子では

小学生高学年において現れており、発達におけ

る性差の影響が窺われる。また握力について

は，ここでも抑制変数として働いていると考え

られる。握力は筋力を評価する項目であるが、

中学生にとって必ずしも握力が強くなくても速

く走れ，遠くにボールを投げられることは，ま

さに総合的な運動能力の高さを示すものであろ

う。総合的な運動能力の高さが身体的有能さの

認知に関係するととからすれば，握力が弱いに

も関わらず，両項目で高い記録を残せるとと

が，生徒の身体的有能さの認知を高めるのでは

ないかと考えられた。
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まとめ

本研究では，小学生および、中学生を対象に実

施した，新体力テストと運動有能感に関する調

査の結果をもとに，体力と運動有能感の関係に

ついて検討した。その結果，1) 1年生の男子児

童および，中学年までの女子児童においては，

体力と身体的有能さの認知の問の相関関係は弱

い関係に留まる， 2)統制感は第二次性徴に伴う

体力の向上が顕著な時期に，体力との相関関係

が強くなる，3)受容感は性差による影響を強く

受けており，中学年以降の女子児童 ・生徒にお

いて体力との相関関係が強くなる，ことが明ら

かになった。また，身体的有能さの認知に影響

を及ぼす体力については 全ての年代や性別を

通して影響を及ぼす項目は見当たらず，発達が

優勢になる能力や筋力，さらには性別による影

響を受け，違いが生じると推察された。

運動有能感は，自らの運動能力に関する認知

であり，運動能力そのものではない。本研究結

果は，発達段階や性別によって，その関係性に

は違いが認められることを示している。運動有

能感に運動能力そのものが最も関係することは

当然であるが，必ずしも運動能力が高くなくて

も，運動有能感を高める，もしくは無力感の形

成を抑制するよう，指導を工夫する余地は残さ

れている。児童や生徒の発達段階や性別を意識

した指導を実践することにより，彼らの運動有

能感は肯定的に変容すると考えられる。そして

運動有能感の肯定的変容は，運動機会を増加さ

せる大きな要因の一つであり，結果的に体力の

向上を導くと考えられる。
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